
　遺
い

跡
せき

から発
はっ

掘
くつ

される遺
い

物
ぶつ

（生
せい

活
かつ

などに使
つか

っていたモノ）には、土器、

鉄
てっ

器
き

、石
せっ

器
き

、玉
たま

類
るい

、青
せい

銅
どう

器
き

、木
もっ

器
き

、骨
こっ

角
かく

器
き

等
など

があります。多
おお

くのもの

は、破
は

損
そん

したりくちはてたりしてしまって、一
いち

部
ぶ

しか残
のこ

っていないも

のがほとんどです。その中で、土器は、ひかく的残りがよく、現
げん

代
だい

の

わたしたちに当
とう

時
じ

の様
よう

子
す

を伝
つた

えてくれる貴
き

重
ちょう

な遺物といえます。

　わたしたちは、土器を復元することで、その

当時の人々がどのような暮
く

らしをしていたの

か、どのようなムラの人
ひと

達
たち

と交
こう

流
りゅう

をしていたの

か等
など

、たくさんの情
じょう

報
ほう

を知
し

ることができます。

　土器を復元していく整理作業は、主
おも

に次のような流
なが

れで行
おこな

われます。

　では、今
こん

回
かい

は、その中
なか

から「土
ど

器
き

片
へん

の分
ぶん

類
るい

・整
せい

理
り

」作業と「接
せつ

合
ごう

」作業の体験をしてみましょう。

弥
やよい

生時
じ

代
だい

に使
つか

われていた土器の種
しゅ

類
るい

は、次
つぎ

のうちどれでしょう？
①はにわ　②つぼ　③かめ　④たかつき　⑤きだい　⑥はち　⇒　（　　　　　　　　　）

クイズ

「整理作業」に挑
ちょう
戦
せん
しよう！

❶色
いろ

や厚
あつ

み、さわった
感
かん

じが似
に

たものをい
くつか選

えら

ぶ。

❹接合した部
ぶ

品
ひん

同
どう

士
し

をあわせ
て、もとの土器の形を再

さい

現
げん

する。（洗
せん

たくばさみ等
とう

を使
つか

い、接
せっ

着
ちゃく

面
めん

がくずれないよ
うにする。）

❸割
わ

れ目
め

が合
あ

うところを見
み

つ
けて、くっつけてみる。（接

せっ

着
ちゃく

ざいかクラフトテープ、
もしくは土器パズル利

り

用
よう

）

❷同
おな

じ仲
なか

間
ま

を探
さが

し集
あつ

め、どん
な形

かたち

の土器か見
けん

当
とう

をつける。

◎弥生土器には、次のような種類があります。復元しようとしている土器が、どんな形の土器か予
よ

想
そう

してみましょう。

甕（かめ） 壺（つぼ） 鉢（はち） 高坏（たかつき） 器台（きだい）

むきばんだ
弥 生 体 験
カ ー ド 整

せ い

理
り

作
さ

業
ぎょう

体
た い

験
け ん

～必
ひ っ

見
け ん

！土
ど

器
き

の
� 復

ふ く

元
げ ん

テクニック～03

③接
せつ

合
ごう

　する。
②注

ちゅう

記
き

を
　する。

④実
じっ

測
そく

して
　記

き

録
ろく

に残す。
①土器を
　洗
あら

う。
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　発
はっ

掘
くつ

してきた土器を接
せつ

合
ごう

するまでに行
おこな

う作業です。作業の手
て

順
じゅん

を追
お

って説明します。　発
はっ

掘
くつ

してきた土器を接
せつ

合
ごう

するまでに行
おこな

う作業です。作業の手
て

順
じゅん

を追
お

って説明します。　発
はっ

掘
くつ

してきた土器を接
せつ

合
ごう

するまでに行
おこな

う作業です。作業の手
て

順
じゅん

を追
お

って説明します。　発
はっ

掘
くつ

してきた土器を接
せつ

合
ごう

するまでに行
おこな

う作業です。作業の手
て

順
じゅん

を追
お

って説明します。　発
はっ

掘
くつ

してきた土器を接
せつ

合
ごう

するまでに行
おこな

う作業です。作業の手
て

順
じゅん

を追
お

って説明します。　発
はっ

掘
くつ

してきた土器を接
せつ

合
ごう

するまでに行
おこな

う作業です。作業の手
て

順
じゅん

を追
お

って説明します。　発
はっ

掘
くつ

してきた土器を接
せつ

合
ごう

するまでに行
おこな

う作業です。作業の手
て

順
じゅん

を追
お

って説
せつ

明
めい

します。

クイズの答え…②③④⑤⑥

※�みなさんは、弥生土器を上
じょう

手
ず

に復元することができましたか？　今
きょう

日の「整理作業」体験で発
はっ

見
けん

したこと
やわかったこと等

など

、感
かん

想
そう

をまとめてみましょう。
　

　

　

　

豆
まめ

知
ち

識
しき

1 本
ほん

格
かく

的
てき

整
せい

理
り

作
さ

業
ぎょう

１～土
ど

器
き

を洗
あら

う・注
ちゅう

記
き

をする～�

❶ブラシを使って土
ど

器
き

片
へん

を水
みず

洗
あら

いしま
す。このとき、表

ひょう

面
めん

をゴシゴシとこす
るのではなく、トントンと軽

かる

くたたく
ようにします。

❷「どの遺
い

跡
せき

のどの場
ば

所
しょ

から見
み

つかっ
たか」を土器に書

か

きこむ「注記」作
業をします。土

ど

器
き

片
へん

の裏
うら

側
がわ

のすみっ
このなるべく目

め

立
だ

たないところに、
細
ほそ

い筆
ふで

で白
しろ

のポスターカラーを使
つか

っ
て書

か

き込
こ

みます。

　拓本は、写
しゃ

真
しん

や図
ず

面
めん

では表
ひょう

現
げん

しきれない細
こま

かな模
も

様
よう

を、墨
すみ

のこさで、はっきり

と表
あらわ

すことができるので、土器の貴
き

重
ちょう

な記
き

録
ろく

として写真や図面といっしょに残
のこ

さ

れます。

本格的整理作業２～拓
たく

本
ほん

をとる～豆 知 識 2

❷ぬれたタオルで紙
かみ

をしめらせ、土器
片に密

みっ

着
ちゃく

させます。このあと、少し
かんそうさせます。

❶拓本をとるために、土器片より少
すこ

し
大
おお

きめの和
わ

紙
し

を切
き

り取
と

り、土器片に
かぶせます。

❸タンポで墨をうち、かわいたら、や
ぶれないようにていねいにはがし、
電
でん

話
わ

帳
ちょう

等
など

の間
あいだ

にはさんでしわをのば
します。

・遺跡の名
な

前
まえ

・「第
だい

20次
じ

発掘調
ちょう

査
さ

（松
まつ

尾
お

頭
がしら

地
ち

区
く

）で見
み

つかっ
た438番

ばん

目
め

の土器」の意
い

味
み

・土器が見つかった場所
　（遺跡の中での○丁

ちょう

目
め

○番
ばん

地
ち

のようなもの）
・見つかった日

ひ

の日
ひ

付
づけ

（2007年
ねん

７月
がつ

28日
にち

）

ムキバンダ
20MG　438
　　L3　２層

そう

070728
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